
 

 

 

 

 

第 16回高校生天文活動発表会～天文高校生集まれ～ 

  予稿集  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日時：2026年 7月 20日（月）10:30～17:00 

会場：大阪教育大学天王寺キャンパスおよび Zoomによるハイブリッド 

主催：高校生天文活動発表会実行委員会 

共催：大阪教育大学 

後援：日本天文学会、日本天文教育普及研究会 

 

 

 



 第 16 回高校生天文活動発表会～天文高校生集まれ～ 

  プログラム  

２０２６年７月１５日 

高校生天文活動発表会実行委員会 

大阪教育大学 

 

２０２６年７月２０日 於大阪教育大学 天王寺キャンパス 西館ホール 

 

１０：００ 受付（Zoomテストは９：３０から） 

１０：３０ 開会行事 実行委員長挨拶 

      会場地挨拶、諸注意 

セッション１ （各校学校紹介１分＋発表１２分（発表３分）＋質疑２分） 

１０：４０ ①対面１２分：公開天文データによる宇宙の距離はしごの接続領域の解析 

【大阪府立天王寺高等学校 課題研究グループ】 

１０：５５ ②対面１２分：銀河を観測してハッブル定数を求める【金光学園高等学校 天文部】 

１１：１０ ③対面３分：京都大学 3.8mせいめい望遠鏡を用いた高校生向け観測実習の報告【京都大学 川端美穂】 

１１：１６ ④対面３分：散開星団 M35の色等級図作成【兵庫県立三田祥雲館高等学校 科学部天文班】 

１１：２２ ⑤対面３分：SH2-112における星形成の可能性について【北杜市立甲陵高等学校 科学部】 

１１：２８ ⑥対面１２分：ベテルギウスをはじめとする赤色巨星の分光観測と大気吸収補正 

【兵庫県立大学附属高等学校附属中学校 自然科学部天文班】 

１１：４３ ⑦オン３分：自作ホーンアンテナによる中性水素 21cm線の観測 

【都立科学技術高校 科学研究部物理数学班電波班】 

１２：００～１３：００ 昼休憩（６０分） ポスター会場はオープンしていますので、ポスターの閲覧は可能です。 

Zoomテストができます。 

講演会場（ホール）へ移動 

セッション２ （各校学校紹介１分＋発表１２分（発表３分）＋質疑２分） 

１３：００ ⑧オン１２分： 太陽黒点の分光観測による波長依存性の研究【川口市立高等学校 天文部】 

１３：１５ ⑨対面１２分： 太陽活動を追う３【滋賀県立彦根東高等学校 GS部地学班】 

１３：３０ ⑩対面１２分：流星の足跡をたどる〜対地軌道計算の自動化を目指して〜 

【愛知県立一宮高等学校 地学部流星班】 

１３：４５ ⑪対面３分：月食時の地球の影の検証【舞鶴工業高等専門学校 天文宇宙SG】 

発表のない学校の学校紹介（各校１分） 

（１）オン：同志社高等学校 地学部 

（２）オン：武蔵高等学校 太陽観測部 皿海翔大さん 

（３）オン：女子学院高等学校 

(４) 対面：灘高等学校 金田比呂さん 

（５）対面：大阪府教育センター附属高等学校 サイエンス部 

（６）対面：三重県立津高等学校 SSC地学部 

(７) 対面：大阪府立北野高等学校 物理講座 

１４：１０ ポスターセッション  ポスター会場にて （６０分） 

１５：１０ 講演会場（ホール）へ移動案内  

１５：１５ 記念写真撮影    

１５：２５ 特別講演：「生命はどこから来て、どこへ向かうのか -40億年の地球生命史から未来を考える-」 

松尾太郎先生（大阪大学理学研究科 教授） 

１６：３５ 実行委員時政さんからの皆さんへの呼びかけ 

１６：４０ アンケート記入 

１６：５５ 閉会行事  

１７：００ 解散 

 



コメンテーター 

富田晃彦先生（和歌山大学） 

川端美穂先生（京都大学） 

定金晃三先生（元大阪教育大学） 

 

参加者のみなさまへ 
 

☆発表をされなくても生徒が参加されている学校・個人は学校紹介をお願いいたします。 

（パワーポイントを作成していただければ、投影いたします） 

 

☆口頭発表  学校紹介１分＋口頭発表１２分＋質疑２分 

       １１分で鉦１つ、１２分で鉦２つ、１５分で鉦連打 

☆３分発表  学校紹介１分＋発表３分＋質疑２分 ４分で鉦１つ 

 

☆ポスターセッションは、２階の別会場で行います。 

ポスター掲示用ボードを用意しますので、そこに掲示していただきます。（セロテープやマグネットなどは用意します） 

参加校全校分のポスター掲示板を用意しますので学校紹介のみでもポスターの使用はできます。 

ポスターは一枚の用紙で作成しなくても、パワーポイントをA４サイズで印刷したものを貼り付けても構いません。 

 

☆受付後、ポスターの掲示をし、データの入っているUSBをホールスクリーン左の演台にいる係にお渡しください。 

※ハイブリッド発表会のためプレゼン用パソコンはこちらで用意します。 

発表を円滑に行えるようにデータをUSBメモリーでもって来てください。ポスター紹介・学校紹介も同様です。 

☆昼食はご持参ください。大学食堂は休日なので営業していません。 

昼食は２階の休憩室でお済ませください。ホールは飲食禁止です。 

飲料は構内に自販機があります。 

ゴミ分別回収にご協力ください。 

☆名札は各自ご用意ください。 

 

☆予稿集は各校で以下のＨＰからダウンロードしてください。 

https://quasar.cc.osaka-kyoiku.ac.jp/tenmon-hs/ 

 

☆会場には eduroam以外のWi-Fiはございません。 

 

☆発表会終了後、アンケートにご協力ください。 

 

 

【オンラインでご参加の皆様へ】 

〇講演中・口頭発表中は、Zoomの音声をミュートに、ビデオを停止に設定してください。 

音声がミュートになっていない時はこちらから停止させていただくことがございます。 

〇講演の録画・録音は著作権の問題からご遠慮ください。 

〇発表や集合写真で氏名や顔が表にでるのが、いやな方は工夫・配慮してください。 

〇講演・口頭発表後に質問の時間を設けています。講演・発表をよく聴いて質問を考えておいてください。 

〇本発表会は記録のために録画しています。また、この録画はアーカイブいたしませんので、ご理解のほど、よろしくお

願いいたします。 

〇15時10分頃に集合写真を撮影します。Zoomでビデオをオンにしてください。 

 

〇口頭発表を学校単位で同じ部屋でマイクを使って行う場合、外部スピーカーで出力した音声とハウリングを起こす場合

があります。その可能性があるときは、発表する方が別室で PC に話すか、みんながいる場所で発表するなら外部スピー

カーをオフにし、地声を仲間に聞いてもらう手があります。Zoomテストの時に確かめてください。 



公開天文データによる宇宙の距離はしごの接続領域の解析 

大阪府立天王寺高等学校  2 年 太田結菜 佐藤羽宮 山中浩 吉田未央

１， はじめに 

「宇宙の距離はしご」とは、距離に応じて異なる

測定法を段階的に用いて、天体までの距離を決

定する手法である。しかし、各測定法の精度が距

離によってどのように変化し、どの距離で移行す

るのが適切かを定量的に比較することは重要な

課題である。本研究では、公開天文データベース

Gaia Archive を用いて年周視差法とセファイ

ド変光星法の接続領域を評価する。 

２， 研究方法 

・年周視差法 

２０万件の天体の視差と視差誤差のデータを用

い、視差誤差を視差で割った値を誤差率として、距

離と誤差率の関係を求めた。 

・セファイド変光星 

太陽系近傍の６２０個のセファイド変光星につい

て視差、周期、見かけの等級の値から周期-光度関係

を求めた。これを用いて他のセファイド変光星まで

の距離を測り、その精度を定量的に求める。 

３， 結果 

 

    基本的には距離が大きくなるにつれ誤差率が大

きくなるという傾向がみられた。約４分の１のサン

プルで１００％より大きい誤差率がみられた。 

 

周期－光度関係の相関係数は約-0.47４であっ

た。 

４， 考察 

年周視差法では、比較的近距離の天体でも誤差

率が 100％を大きく超える例が見られたため、年

周視差法の精度は距離だけでなく他の要因も影響

していることがわかった。 

セファイド変光星法の周期-光度関係について

は、本研究で用いたデータでは周期のみから絶対

等級を十分に説明することはできず、光度には周

期以外の要因も大きく影響している可能性が示唆

された。 

５， 今後の展望 

年周視差法については、色指数や見かけの等級

と誤差率との関係を求めることで距離測定手法と

して信頼性を高めていく。 

今回のセファイド変光星法については、周期－光

度関係に色指数を加えることで較正における信頼

性の向上を試みる。 

また両方法の精度を比較して接続位置を求める

ため、セファイド変光星法における距離測定の精度

を定量的に表す方法を模索する。 



銀河を観測してハッブル定数を求める 

    金光学園高等学校総合進学 大岩諭史   指導教官 前原英夫 

私たちは 2026 年 3 月 26 から 27 日に亘り延べ 6 時間、京都大学岡山天文台の主

鏡 3．8ｍ「せいめい望遠鏡」を用いて、中心核の明るい銀河 10 個の観測を行った。観

測は TriCCS と呼ばれる装置を用い、目的の銀河の（緑/赤/近赤外波長の）直接撮像

およびそれぞれの波長をカバーする分

光スペクトル（360 秒露出）を得た。 

次に、個々の銀河までの距離（Mpc）

を資料で調べた。また、銀河スペクトル

の波長基準としてネオンランプ輝線を

焼き込み、銀河から放出された水素α

線（656.3nm）やチッソ輝線（658.3nm）、

およびイオウ輝線(671.6nm) (673.1nm)

等の銀河輝線の波長のズレを計測す

る。そして、個々の銀河の銀河系からの

後退速度（km/sec）を計算した。その相

関を以下のグラフに示す。 

その結果、8 個の銀河の距離と

後退速度の関係が明らかになっ

た。なお、NGC3198 と NGC2339

は輝線が暗く、後退速度が正確

に求められなかった。このグラフ

に示すように、個々の銀河までの

距離と後退速度は、全体的には

左下から右上に向けてほぼ直線

的に並んでいる。その結果、私た

ちの得たハッブル定数としては、

H0～75km/sec/Mpc となった。 

 ハッブル定数は；宇宙マイクロ波背景放射から求めると H0～67km/sec/Mpc、セファイ

ド変光星や超新星からから求めると H0～73 km/sec/Mpc となり、誤差を超えた相違が

ある。そして、この相違は新しい物理学によって解決されるかも知れない。また、ハッブ

ル定数の逆数は「ハッブル時間」と呼ばれ、宇宙の年齢を表す。目下「138 億年」の値

が最も信憑性のある宇宙の年齢であるとされている。 



せいめい望遠鏡を用いた高校生向け 

天体観測実習  

―銀河の分光観測から宇宙膨張を調べる― 

川端美穂ほか 

京都大学大学院理学研究科附属天文台 

 

1．背景と目的 

天文学に関心をもつ高校生の中には、学校の授

業や天文部での活動を通して、銀河の赤方偏移や

宇宙膨張について学んでいる生徒も多い。一方

で、研究用の大型望遠鏡を使って観測し、得られ

たデータを解析する機会は限られている。本実習

では、日本最大の口径 3.8 m をもつせいめい望遠

鏡を用いた観測体験を通して、天文学研究が観測

計画、データ取得、解析、考察という過程で進め

られることを学ぶことを目的とした。また、京都

大学理学部および附属天文台の教育・研究活動に

触れ、大学での学びや研究の実際を知る機会を提

供した。 

 さらに、遠方銀河の分光観測からスペクトル中

の輝線を測定し、赤方偏移の考え方を理解すると

ともに、観測結果の整理や誤差の検討を通して、

科学的に考える力を養い、将来の進路や自然科学

への関心を深めることを目指した。 

2. 実習の概要 

実習は 2026 年 3 月 26 日（木）から 27 日（金）

に、京都大学大学院理学研究科附属天文台岡山天

文台で実施した。観測には口径 3.8 m せいめい望

遠鏡と、可視 3 色高速撮像分光装置 Tricolor CMOS 

Camera and Spectrograph（TriCCS）を使用し、距

離の異なる複数の銀河を対象とした。 

初日は、望遠鏡と観測装置、銀河のスペクトル、

赤方偏移、ハッブル・ルメートルの法則について事

前学習を行った。夜間には、観測対象の確認、望遠

鏡への天体導入、露出条件の設定、データ取得ま

での流れを体験した。 

 

3．データ解析と解析内容 

観測後は、銀河の二次元スペクトルから天体の

スペクトルを取り出し、波長ごとの明るさを表す

一次元スペクトルを作成した。水素や酸素などに

由来する輝線を同定し、本来の波長と観測波長を

比較することで赤方偏移を求めた。さらに、赤方

偏移から銀河の後退速度を計算し、既知の距離と

の関係をグラフにまとめた。遠い銀河ほど速く遠

ざかるという関係からハッブル定数を見積もり、

その値を用いて宇宙年齢の推定にも取り組んだ。

協力しながら観測する   解析した銀河の画像と 

参加者        スペクトルの例 

 

4．成果と今後 

実習期間中は天候に恵まれ、予定した銀河の分

光観測をすべて実施できた。自ら取得したデータ

を使って赤方偏移を測定し、宇宙膨張について考

察するまでの一連の研究過程を体験した。本実習

では、分光やドップラー効果、比例関係、グラフ

の傾きなど物理・地学・数学で学ぶ内容を、実際

の観測とデータ解析を通して結び付けることがで

きた。 

今後は、参加者および高校教員からの意見をも

とに、事前学習の内容や観測対象、解析教材、説

明方法を改善したい。また、天候不良時にも実習

を行えるよう、過去の観測データを活用した教材

の整備を進める。今回は地域の高校生を対象とし

て実施したが、今後は実施体制や受け入れ可能な

人数を踏まえながら、より広い地域から参加者を

募集する可能性についても検討し、継続的な教育

プログラムへの発展を目指したい。 



散開星団M35の色等級図作成 
 

馬島和希 （2年）【兵庫県立三田祥雲館高等学校】 

 

1．はじめに 

春休みに計画していた西はりま天文台での星団観測と色等級図

作成が、機材の不調によりデータ取得困難となった。デジタル

カメラで撮影した画像から散開星団の色等級図を作成できると

分かり、本研究ではデジタル一眼レフカメラを用いて本校で観

測、散開星団M35の色等級図を作成し、主系列星や赤色巨星の

分布を確認することを目的とした。 

 

２，観測 

・場所：本校駐車場 

・日時：2026年4月3日 19:39―20:15(JST) 

・観測対象： M35 (ふたご座, NGC 2168) 

赤経06h06m54.0s,赤緯 24°20’00” 

・使用機材： 

Vixen AX 103s (d=103mm, f=825mm)  

Canon EOS Kiss X5 

 

 図１ 使用機材 

・ライト： 30s, ISO 800 (9枚) 

・ダーク：30s, ISO 800 (7枚) 

・フラット：8s ISO800 (5枚) 

・フラットダーク： 8s, ISO 800 (8枚） 

  ※機材の不調により枚数不一致 

３，解析 

散開星団M35をraw画像で撮影し、raw2firsにてfits形式に変換

した。変換後、Ｂ画像とＧ画像をすばる画像解析ソフトマカリ

でそれぞれにダーク補正、フラット補正を行い、開口測光を行

った。次に、星団内の恒星から基準星(HD41996)を選び、CDS P

ortal［１］に掲載されている等級値を基準星としてB等級とG等

級を算出、色等級図を作成した。 

 

図２ マカリで測光をしている様子 

 

４，結果 

 

 図３ M35の色等級図  

< 縦軸 :Ｇ等級, 横軸 :色指数(B-G) > 

基準星は赤色で示した恒星（赤色巨星）。 

グラフを確認すると主系列星を確認できる。左上に向かうほど

プロットにばらつきが見られ、右下に向かうほどプロット数は

多くなる傾向がみられた。 

色等級図の右上に確認された2つの恒星は、CDS Portalでスペ

クトル型を確認した結果、いずれも赤色巨星であった。 

 

５，考察 

M35は年齢約1億年という比較的若い散開星団であ る。そのた

め、今回作成した色等級図において右上の領域に赤色巨星が多

く確認されなかったことは、星団を構成する多くの恒星がまだ

主系列段階にとどまっている［２］という文献記述と一致してい

る。また、図3右上のプロットは測光誤差ではなく、主系列星

から進化した恒星を正しくとらえた結果であると考えられる。 

 

６，今後の課題 

色指数B-Vをもとにした本来の色等級図との比較や、年代の古

い星団を観測し、色等級図から赤色巨星を確認する。また、使

用する機材を口径20センチの反射式望遠鏡に変更することで、

集光力を約3.8倍に向上させ、より暗い主系列星まで測定でき

ると考えている。 

 

〈参考文献〉 

・CDS Portal ［１］http://cdsportal.cds.unistra.fr/?target=HD%20%2

041996%20 

・高等学校地学 啓林館［２］ 

 

http://cdsportal.cds.unistra.fr/?target=HD%20%2041996%20
http://cdsportal.cds.unistra.fr/?target=HD%20%2041996%20


 

 

SH 2-112における星形成の可能性の考察 

２年 相山心音 岡田琉真 菅原莉凪 畠山祐槻 山本野衣 

要 旨 

 昨年度の本校科学部の先行研究で、国立天文台野辺山 45m電波望遠鏡を用いて散光星雲SH2-112を22GHz帯で観測した。その

観測結果をもとに、観測点での星形成の可能性を考察したところ、観測点周辺はHⅡ領域である可能性があると推定でき、星形成の

可能性があるという結論に至った。 

１ 先行研究・目的 

 SH 2-112は非対称な広がりの中で一部に集中して多数

の YSO（若い恒星天体）が存在する散光星雲であること

が過去の研究にて判明している。また昨年度の研究で

は、国立天文台野辺山 45m電波望遠鏡を用いて、single 

point（一点を連続して観察し、データを取得する観測方

法）で、ガスが多く存在する b点、c点を観測した。その

データを解析した結果２点それぞれにピークが見られた

（C点は希薄）。 

 
図１：B点における電波スペクトル 

 
図２：C点における電波スペクトル 

 また、データから計算によって個数面密度が求まり、

その値は 1.2254×1013cm-2であった。そこで、これらの結

果をふまえ、熱や星雲内の位置などの観点から、b点での

星形成が起こる可能性を明らかにすることを目的とし

た。 

２ 方法 

（ⅰ）グラフの分析を行う 

（ⅱ） SH 2-112内に存在する O型星と b点の距離を調

べ、O型星が星形成を誘発しているか検討する。 

３ 結果・考察 

（ⅰ）分析 

 

図１：ｂ点における電波スペクトル（拡大） 

 B点では 22GHz帯において、ピーク強度 2.03383K

の、非常に強く線幅の狭いピークが観測された。水メー

ザーは 22GHzに存在し、線幅が狭く強い輝線をとること

から、共通の特徴を持つこの電波は水メーザー線である

と考えるのはおおむね妥当である。水メーザーは若い恒

星形成領域や HⅡ領域の周辺で観測されることが多いこ

とから、b点周辺の領域にも若い恒星形成領域や HⅡ領域

に伴う星形成が存在している可能性があるといえる。 

（ⅱ）O型星との位置関係 

B点での星形成活動の可能性を考察するため、O型星の

影響を考えた。O型星と B点の赤経・赤緯から角距離を

計算したところ、約 4.7分角であった。SH2-112までの

距離を 2.1 kpcと仮定すると、両者の投影距離は約 2.9 pc

となる。SH2-112の中心付近には電離源である O型星の

BD+45 3216が存在する。B点は BD+45 3216から約 2.9 

pcの位置にあり、一般に O型星から放射される紫外線や

星風が周囲の分子雲に影響を及ぼし得る距離にあると考

えられる。 O型星から放射される強い紫外線により周囲

のガスが電離され、HⅡ領域が形成される。形成された

HⅡ領域は周囲へ膨張し、その膨張に伴う衝撃波が分子雲

を圧縮することから、B点付近では O型星の影響によっ

て星形成が誘発された可能性が示唆される。 

５ 結論 

 本研究では、散光星雲 SH2-112での星形成の可能性に

ついて、水メーザーの観測結果と O型星との位置関係か

ら考察をした。その結果、B点では水メーザーが検出さ

れ、若い恒星形成活動が存在が示唆された。また、B点は

電離源である O型星 BD+45 3216から約 2.9 pcの位置に

あり、HⅡ領域の膨張に伴う衝撃波の影響を受けることか

ら、O型星によって星形成が誘発された可能性が示唆さ

れた。 

６ 参考文献 

The Red MSX Source survey: ammonia and water maser 

analysis of massive star-forming regions - Astrophysics Data 

System 

ON2-VERAUM08-poster.ppt 

https://ui.adsabs.harvard.edu/abs/2011MNRAS.418.1689U/abstract
https://ui.adsabs.harvard.edu/abs/2011MNRAS.418.1689U/abstract
https://ui.adsabs.harvard.edu/abs/2011MNRAS.418.1689U/abstract
https://www.miz.nao.ac.jp/veraserver/restricted/UM2008/P03UM08Ando.pdf


ベテルギウスをはじめとする赤色巨星の分光観測と大気吸収補正
兵庫県立大学附属高等学校 自然科学部天文班

谷 智幸 山本 航太郎 新谷 脩容 東 穂乃花 藪中 絢音（高2）

概要 本研究は、近年の研究において一億年以内には超新星爆発するだろうと言われているベテルギウスの最期の姿を予測することを目的と

して、ベテルギウスとK型星、M型星のスペクトルを比較する。今回は、美星天文台での観測と大気吸収を補正する解析について紹介する。

今後は求めた補正項を用いてK、M型星の星を補正し、吸収線の等価幅を測ることでスペクトルタイプごとの進化の度合いを考察したい。

１．はじめに

ベテルギウスの超新星爆発は今後一億

年以内に起こるといわれている。そのこ

とに興味を持った我々は、ベテルギウス

が進化の過程でどのようなステージに

あるのかを知るためスペクトルを観測

することにした。スペクトル中に現れる

酸化チタンやカルシウムなどの吸収線

はK型星、M型星の進化の段階で吸収が変わることが知られている。

これら吸収線の量を測ることによってベテルギウスがいつ爆発する

のかを考えてみたい。

２．観測

観測は部員５人で岡山県の

美星天文台の101㎝望遠鏡と

それに取り付けられている低

分散の分光器を用いて行った。

・時刻：2026年3月6日22時30分～7日3時30分

・観測天体：ベテルギウス、スペクトルタイプがK5∼M4までの天体

と、その周辺にある高度差７度以内のA0型星

＊A0型星は地球大気による吸収を補正するために取得

３．解析

① 撮影された天体のスペクトルの写真を画像解析ソフト

Makali`iで一次処理(DARK・FLATの処理)を行い、スペクトル解析ソ

フトウェア BeSpecを用いて一次元化、波長を較正した。

②Excelで①のA0型のスペクトルの大気吸収の部分を除去した。

③ 星のB-V指数(式１)を用いて星ごとの表面温度を求めた。

④ 得られたデータをプランク関数(式２)による黒体放射となるよ

う補正する近似関数を得た。

４．結果

簡易な関数で近似するために4000Å以上について解析した。下の図

のようにデータ(実線)と近似曲線(破線)のように補正する関数を得

ることができた。

５．今後の解析

ベテルギウスの末期、終末の姿を予測するために、以下の

・K,M型の星を求めた関数で補正する

・K,M型のプランクのスペクトルと比較する

・吸収の量(等価幅)を図ってスペクトルごとの差異に注目して進化

の度合いを見る

ということを行って実際に考察し最期の姿の予測を立てたい。

↑式１(B－V指数と温度) ↑式２(黒体放射プランク関数)



自作ホーンアンテナを用いた中性水素 21cm 線の観測 

東京都立科学技術高校 (3 年)亀田和、和田樹、梅澤杏奈、下条翔杏 

 

背景 

 私たちはダークマターに興味があり、その存在を示す観測データのひとつに銀河の回転速度の導出があると先行研究で知った。先輩方

は直径 1.4m のパラボラアンテナを市販の赤道儀にのせて中性水素 21cm 線の観測システムの構築と銀河系の回転曲線の導出を目指して

いたが、赤道儀の搭載可能重量ギリギリであり、操作に難があった。私たちは軽量で比較的容易に自作可能なホーンアンテナで観測システ

ムを構築し、銀河系の回転曲線の導出をして、フラットローテーションカーブの観測、ダークマターの質量算出をしたいと考え、研究を始め

た。 

観測                                    図 1 観測結果 

 自作ホーンアンテナ（開口部直径 524mm、ビーム幅約 30°、受信針 52.5mm 真鍮丸管）を赤道

儀（VIXEN SXP）に搭載して自動追尾を行い、LNA やフィルタを経由してスペクトラムアナライ

ザ（中心周波数 1420.406MHz、Span 2MHz、RBW/VBW 10kHz）および PC に接続した。取得データ

は自作 Python プログラムで積算・ノイズ除去処理を行った後、銀河内側には接線点法、外側に

は宇宙望遠鏡 Gaia の公開視差データ（Gaia DR3）を組み合わせる手法を用いて回転速度を導出

した。 

結果・考察 

自作ホーンアンテナによって中性水素 21cm 線の明瞭なピークを検出することに成功し（図 1）、銀マットを用いたアンテナ設

計の電波天文学的な妥当性が確認された。観測された結果から解析した銀河回転速度を図 2（横軸：銀径）、図 3(横軸：銀河中心

からの距離)に示す。光学観測に基づく可視物質によるケプラー運動から推定した理論速度も入れている。回転曲線は、中心から

離れるほど速度が低下するケプラー運動の予測とは異なり、外側領域でも比較的高い速度を維持する平坦（フラット）な傾向を示

した。観測された回転速度は比較的制度が高いと推定される銀経 60°〜90°および 270°付近（直交方向）において 200〜

330km/s に収束し一般に知られている銀河の標準的な回転速度(220km/s)に近い妥当な値を得た。このデータから銀河の質量分布

を算出し、光学観測に基づく可視物質の理論質量を差し引いたところ、ダークマターの存在を強く示唆する結果が得られた。一

方、速度の大きなばらつき（銀経 20°〜50°の中心方向等）については、本アンテナのビーム幅が約 30°と広く、分解能が不十

分であったこと、\sin 除算による計算発散が主因と考えられる。電波源や複数の渦巻き腕が密集する中心方向において、広い視

野内の異なる速度成分を同時に平均化して拾ってしまい、データ混濁を引き起こした可能性もある。  

図 2 銀河回転速度（横軸：銀径）          図 3 銀河回転速度（横軸：銀河中心からの距離） 

 

今後の展望 

今後はデータのばらつきを抑えるため、アンテナの開口面を拡大してビーム幅を絞り、分解能を向上させた新型アンテナの設

計・再作製を行う。これにより、銀河の内側から外側までシームレスに精度高く測定できるシステムを確立し、ダークマター密度

プロファイル（NFW プロファイル等）との比較検証を進める。 

参考文献 

谷敷怜空，自作卓上ホーンアンテナとソフトウェア無線機を用いた中性水素 21cm 輝線の検出，天文月報，117，5，pp.315-319 



太陽黒点の分光観測による波長依存性の研究 

川口市立高等学校天文部 渡部風香 (2 年) 足利重幸,小川蒼生,熊谷衣真,志垣颯都,鈴木武琉,鈴木真南斗, 

                    髙玉涼花,武田羽衣,中村葵,兵頭蒼生,本間朝陽,丸石芽衣菜,森駿士朗 (1 年)

1. 研究背景 

 我々は、学校で所有している分光器を活用した研究に

取り組んでいる。今回は太陽黒点の波長依存性について

調べ、考察した。 

 ２. 観測 

場所：埼玉県川口市立高等学校屋上 

日時：2026 年 1 月 22 日 12 時 20 分~51 分(JST) 

機器：屈折望遠鏡(口径 60mm、焦点距離 330mm、

Sharpstar ED60)、減光フィルターND1000+ND8 

低分散分光器(SHOWA VEGA ,スリット幅 10μm) 

CMOS カメラ（ZWO ASI 178MM） 

方法：スリットを南北方向に固定し、太陽の日周運動を

利用して約 9 フレーム/秒でスリットスキャンした。 

 3. 解析 

①観測データから 8 つの黒点の最暗部を抽出した。 

②すばる画像処理ソフト”マカリ” [1]を用い、①で抽出し

た 8 つの黒点画像とそこから±24~40 枚程度離れた静穏

領域の画像 2 枚を Dark 処理し、静穏領域については加算

平均した。 

③MS Excel を用いて理科年表[2]のおもな太陽吸収線の波

長データを基に波長付けを行った。 

④縦軸を sunspot/quiet(黒点と静穏領域の比)、横軸を

wave length(波長)としたグラフを作成した。（図 1、2） 

  

 

4. 結果 

(1) すべての黒点の 425~475nm で sunspot/quiet の値が

最も下がっている。 

(2) 425~475nm から 700nm に向かって sunspot/quiet の

値が徐々に上昇する傾向がある。 

(3) 525nm 付近で急激に sunspot/quiet の値が上昇してい

る黒点が複数ある。 

5. 考察・今後の展望 

 どの黒点でも、sunspot/quiet の値の上下が激しい波長

域では吸収線の影響があると考えられる。吸収線部で、

その値が上がる場合と下がる場合が見られた。 

今回、黒点の波長特性が確認できた。今後は黒点を拡

大撮像し、半暗部の波長特性や黒点内部の特性について

調べたい。 

 6. 参考文献等 

[1]画像処理ソフト マカリ https://makalii.mtk.nao.ac.jp/index.html.ja 

[2]理科年表 2007 年 国立天文台編 

 

図１sunspot/quiet と wave length

の関係と各黒点の位置 

図 2 図１のグラフの集約 



 

図７ 

表１． 
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2024/8/  11：41    11：47      11：50 
図２ 渦巻き状フィラメント噴出（この後フレア発生） 

図３ 磁場の浮上を示すアーチフィラメント（この後フレア発生） 

図 8 

 太陽活動を追う３ 

～第２５周期極大期の太陽活動を追う～ 

 

滋賀県立彦根東高等学校 GS部地学班 

 

１ これまでの経緯と動機 

入学当時、太陽活動の極大期を過ぎても大規模な活

動が多く起きていると知った。太陽ではどんな活動が起

きているのか、地球や私たちの生活に影響を与えるの

か知りたいと考え研究を始めた。 

２ 目的 

①第２５周期極大期とその前後の太陽活動を調べる。 

②フレア予報につながる活動を調べ予報する。 

３ 仮説 

研究にあたり、「太陽活動期には、フレアなどの活動は

太陽の全面で起こる。」という仮説をたてた 

４ 方法 

 表１の４つの方法で太陽活動の様子を調べた 

６  結果 

6.1.フレア予報につながる太陽の活動について 

以下のような活動を撮影できた（図１～５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2. Ｍクラス以上のフレアの発生数の変化 

M クラス以上のフレアは極大期である２０２４年は主に

南半球で発生し、その前後は北半球で発生した。また巨

大黒点が現れた時期は大きなフレアが非常に多く発生し

た（図６）。 

 

 

 

 

6.2. 20万ｋｍ以上の長いフィラメントの発生数の変化 

極大期の前後で多い。北半球と南半球で同じような数

発生していた（図７）。 

 

 

 

 

 

 

6.3.Ｍクラス以上のフレアと 20 万 km 以上のフィラメント

の発生位置 

極大期でも極大期でもフレアが起こりやすい場所（active 

region）と長いフィラメントが起こりやすい場所 (quiet 

region)があると考えられる(図 8)。 

 

 

 

 

 

 

７  考察 

①仮説とは違い、極大期でも M クラス以上のフレアは全

面で起こらず、active regionと quiet regionがある。 

②撮影できた太陽活動から考えられるフレアやプロミネ

ンス噴出などの予報について（表 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．今後の展望 

今後も観測を続けて、極大期の後に起こるといわれる巨

大フレアを撮影することなど 

①撮影方法 60mmHα線望遠鏡にビデオカメラ

（DMK21AU）を接続し撮影する 

②画像処理 Registax６(フリーソフト)を使用して500

枚の画像を１枚の鮮明な画像にす

る。次に、Stella imageで画像を回転さ

せ太陽の方位を調整する。 

③フィラメン

トの位置と長

さの測定 

（惑星観測用

ソフトを利用

した本校独

自の方法） 

②の画像に見られるフィラメント二番

号をつけ、それぞれのフィラメントの

位置と長さを、WinJupos(フリーソフト)

を使用して測定する。 

例） 

 

 

④フレアデ

ータの引用 

「Solar Monitor」のサイトから過去３

年間に起きたⅯクラス以上のフレア

のデータをすべて引用した。サイトの

間違いはすべて確認し、修正した。 

2025/8/26 13:52 2025/8/26 14：24 M4.6 

図１．フィラメント噴出の後に発生したＭクラスフレア 

2025/3/23 8:25 2025/8/23 7:37 

図４.ポストフレアループ 

2025/6/25 15:55 2025/6/28 10:59 

(フレア発生後に起こる活動) 

図６ 

図５.長い静穏型フィラメントは、縁に来ると 

噴出型プロミネンスのように見えることもある 

表１ 



 

         

                
                               

                 

      
                                          

          

                                        

                                         

                              

    
         

                              
           

  

            

            

 
    

              

                
                
             

     

     

                        
                  
        

                         
       

     

     

  

  

         

            
             
             
           

  

                         
     

     

     

                         
                         
             

             
                          
                            

     

             

                              
                  

                              
         

  
        

   

          
                         
                           

                           

                              
                        

                           
                
                            

                          
                            
                       

       

            

                          
                           
                     
                          

                          

                           
    
                          

                          
                           
                      

                                  
                                           
                           
                                                       
   
                       
                                                 
                                               
    
                
         
        
     

       



月食時の地球の影の検証 

舞鶴工業高等専門学校 浦田乃愛 藤原美優 三觜万里子 𠮷田万珠（2 年） 

概要 

2025 年 9 月 8 日の皆既月食の観測を行った。撮影した写真をもとに、月に投影された影が本当に地

球の影であるかどうかの検証を試みた。解析の結果、地球の影であると仮定して計算した値と観測

から得られた測定値に大きな有意差は見られなかった。 

 

１． 目的 

月食は、太陽、地球、月がこの順に一列に並ぶこ

とで、地球の影が月に投影される現象であると説

明される。本研究では、太陽、地球、月の大きさ

や位置関係から、月に投影される地球の影の大き

さを計算し、観測と比較することで、月に投影さ

れる影が本当に地球の影であるのかどうかの検証

を試みた。 

２． 解析方法 

① 観測した写真を印刷し、影の部分が一部となる円

を作図する。 

② 写真上での影の半径と月の半径の比を求める。こ

の値を観測値とする。 

③ 太陽、地球、月の位置関係から、月の位置にでき

る地球の影の大きさを計算し、月の大きさとの比

を計算する。この値を理論値とする。 

④ 観測値と理論値を比較する。 

３． 計算式 

文献によると、太陽、地球、月の直径はそれぞれ

𝐷𝑠𝑢𝑛 = 1392.0 × 103km、𝐷𝑒𝑎𝑟𝑡ℎ = 12.75 × 103 

km、𝐷𝑚𝑜𝑜𝑛 = 3.476 × 103 km である。また、地

球から太陽までの距離、地球から月までの距離は

それぞれ𝐿𝑠 = 1.496 × 108km、𝐿𝑚 = 3.844 ×

105km である。月食時の太陽、地球、月の位置が 

下図の関係にあるとき、月の位置にできる地球の

影の大きさ𝐷𝑠ℎ𝑎𝑑𝑜𝑤は 

𝐷𝑠ℎ𝑎𝑑𝑜𝑤 = 𝐷𝑒𝑎𝑟𝑡ℎ −
𝐿𝑚
𝐿𝑠

(𝐷𝑠𝑢𝑛 − 𝐷𝑒𝑎𝑟𝑡ℎ) 

= 9.212 × 103km 

と表せるので、𝐷𝑠ℎ𝑎𝑑𝑜𝑤/𝐷𝑚𝑜𝑜𝑛=2.65とな

る。 

４． 観測 

日時：2025 年 9 月 8 日午前 2 時頃 

機器：スマートフォン 

場所：メンバーそれぞれの地元（京都府舞鶴

市、兵庫県尼崎市、兵庫県三田市、滋賀県守

山市）から観測を行った。 

５． 結果 

写真上で測定した月の半径を𝑥1[cm]、影の

半径を𝑥2[cm]として Excel に入力し、比

𝑥2/𝑥1を計算した結果が以下の表である。 

表 1 写真上での測定値と比の値 

地点 𝑥1[cm] 𝑥2[cm] 比 

舞鶴 1.92 5.20 2.60 

尼崎 2.15 3.45 1.60 

三田 2.80 4.15 1.48 

守山 2.25 7.98 3.54 

 

以上より、４つのデータの平均値と標準誤差

を求めると、比𝑥2/𝑥1の観測値は 2.3±0.5 と

なる。 

 

６． 考察 

観測値は 2.3±0.5、理論値は 2.56 であり、

理論値が観測値の誤差の範囲に含まれている

ため、2 つの値の間に有意差は見られず、月

に投影された影が地球の影である可能性と矛

盾しないことが分かった。 

 解析の際、影の部分が一部となる円を作図

するところで、影の輪郭のわかりずらさから

数十%の誤差が生じていると考えられる。ま

た、影が月に投影される際、月の表面が平面

でなく、球面であることの影響も無視できな

いと考えている。以上のことから、今後、精

度を向上させるためには、作図の方法に工夫

が必要である。 

太陽 
地球 

地球の影 

𝐿𝑚 
𝐿𝑠 



    L  m


    L  s


    D  s u n = 1392 . 0 ×  10 3


    D  e a r t h = 12 . 75 ×  10 3


    D  m o o n = 3 . 476 ×  10 3


    L  s = 1 . 496 ×  10 8


    L  m = 3 . 844 ×  10 5


    D  s h a d o w


    D  s h a d o w =   D  e a r t h −     L  m    L  s  (   D  s u n −   D  e a r t h )


  = 9 . 212 ×  10 3


    D  s h a d o w /   D  m o o n


  2 . 65


    x 1


    x 2


    x 2   / x 1


    x 1


    x 2


    x 2   / x 1

